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研究成果の概要（和文）：①京都市内の公立高校を対象とした研究では,キャリア展望が明確になる生徒は,チー
ム探究を通じて出会う人や図書に動機づけられ,チーム活動にも積極的である傾向にあることが示された。また,
探究活動の捉え方がポジティブに変化した生徒は,高校在学中に取り組みたいことが明確になり、将来に対して
も肯定的に評価する傾向があることが示された。②京都府北部地域の高校を対象とした研究では,チーム探究の
さらなる展開のためには「高大社連携」,「専門部署」と「コーディネーター」の整備,「課外における探究活
動」の推進も重要であることを示した。③学校横断のチーム探究の機会となる府立高校共通履修科目を共同で開
発・実施した。

研究成果の概要（英文）：(1) A study of public high schools in Kyoto City showed that students who 
developed clearer career prospects were more motivated by the people and books they encountered 
through "Team-based inquiry" and tended to be more active in team activities. Students whose 
perception of inquiry activities changed in a positive way tended to become clearer regarding what 
they wanted to work on while in high school and to evaluate their future positively. (2) A study of 
high schools in the northern area of Kyoto Prefecture indicated that high school-university-society 
collaboration, the development of specialized departments　and coordinators, and the promotion of 
extracurricular inquiry activities are also important for the further development of "Team-based 
inquiry". (3）Researchers and the Kyoto prefectural board of education jointly developed and 
implemented a common course for prefectural high schools that provides collaborative opportunities 
for "Team-based inquiry" among different schools.

研究分野： キャリア教育

キーワード： チーム探究　総合的な探究の時間　キャリア展望　高大連携　コーディネーター　スーパーグローバル
ハイスクール（SGH）　WWＬ（ワールドワイドラーニング）コンソーシアム　複線径路等至性アプローチ
（TEA）
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の社会的および学術的意義は,主に次の3点である。①ひとつは,探究活動（とりわけチーム探究）とキャ
リア展望の関係を質問紙調査とインタビュー調査などから分析し,キャリア展望を明確にする生徒の特徴や,明確
化を促す探究活動（支援環境含む）の特徴などを示したことである。②ふたつは,これまでほぼ皆無であった京
都府北部地域などのチーム探究の実態やさらなる発展のために不可欠なコーディネーターの実態なども明らかに
した点である。そして,③３つには,これらの研究成果をもとに教育委員会と共同で,学校横断のチーム探究の機
会となる府立高校共通履修科目（スマートAP）を開発・実施したことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
21 世紀の教育を展望し，1999 年の学習指導要領（高等学校）において，「生きる力」の育成の

ために創設されたのが「総合的な学習の時間」（以下「総学」）である。しかしながら，先進的な
実践が生まれたと評価される一方で，生きる力の育成が実質化されていないとの指摘がある。そ
の要因として，少子化による学校間の競争が一層激化する中，教員や学校が「深い学び」より短
期的な利益を追求する「学びの貧困化」（小安，2008）があげられる。 
このような学校文化の形成は，生徒のキャリア意識にも負の影響を与えることが予想され，学

校文化の変革と教育の実質化が求められている。この点を踏まえ，2018 年の新学習指導要領で
は，「総学」は「総合的な探究の時間」（以下「総探」）に改訂され，「自己の在り方生き方を考え
ながら，よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力」の育成が目標とされた。つまり，
生徒は「総探」を通じて，キャリア形成と課題解決の２つを探究していくことになる。 
さらに好ましくない状況として－わが国の「総学」が低調であることに比例して－生徒の２つ

の探究プロセスを実証的に検討した学術研究は極めて少ない。今後，多くの高校で「チーム活動
による探究活動」（「チーム探究」）の実施が予想されるが，研究的蓄積は十分とは言えない。 
一方，全国の高校 2年生 4.5 万人を対象に，10年間の追跡調査をおこなう「10年トランジシ

ョン調査」（溝上,2018）がおこなわれている。その研究成果によれば，高校 2年生の段階で，キ
ャリア意識が高く，対人関係や自尊感情が良好で，授業外学習も積極的な生徒は，大学入学後も
主体的に学び，資質や能力を伸ばしていることが示された。今後，このような高校生をいかに育
てるかが，高校教育における重要なテーマになる。 
 
２．研究の目的 
溝上（2018）が指摘したような伸びる高校２年生は，どのようにしたら育つのか。この実践的

かつ学術的な関心を起点とし，多くの高校で実践が予想される「チーム探究」において，「その
チームに緩やかに所属する生徒が，活動目標に向かって他者と協同しつつ，自らの知識・理解（わ
かる）と行動（できる）の拡大に積極的に関与し，その拡大を通じてキャリア形成への展望を見
出していくアクティブラーナーになる（図 1）ために必要な支援は，どのようなものか」が，本
研究の核心的問いである。 

この問いに先立ち，研究代表者らは 2013 年度から 3 か年に渡り「『緩やかな所属による組織
活動』におけるキャリア・アップ支援に関する研究」（基盤研究(C)25380805）をおこない，当事
者が自律的に行動選択肢を拡大していくための環境設定（「他立的自律」（望月・サトウら,2010）
のあり方を検討してきた。そして，2016 年度からは，その研究の蓄積を基盤に，研究協力校で
ある A高校のスーパー・グローバル・ハイスクール（SGH）の「チーム探究」のプログラム開発
をおこなってきた。同校では，探究意欲や
キャリア意欲に向上がみられ，2017 年度の
文科省の SGH 中間評価では，公立高校で唯
一最高評価を得た。また，A校以外の複数高
校においても「チーム探究」プログラムの
開発に携わり，一部の授業を担当するなど
のかかわりをもってきた。 
このような豊かな実践によって生徒たち

はどのように変容したのだろうか。この点
が明らかになれば，より多くの高校で実践
が可能となるはずであり研究の価値があ
る。 
以上を踏まえ，本研究の目的は，「チーム

探究」をどのように支援すれば，生徒をキ
ャリアも展望できるアクティブラーナーに
変容させられるかを明らかにすることであ
る。 
 
３．研究の方法 
【研究 1】は，京都市内の公立高校 3 校の探究活動を概観し，「チーム探究」における生徒の

変容や探究活動とキャリア展望の関係などを分析するものである。A 高校グローバル科に加え，
高大連携による「実践研究共同教育プログラム」（大学コンソーシアム京都高大連携事業）とし
て探究活動が始まった B 高校と高大連携による講義と連動した探究活動をおこなう C 高校を研
究協力校とした。 
 SGH 指定校である A高校では，質問紙調査とインタビュー調査により変容過程を確認した。イ
ンタビュー調査の分析には，文化心理学の新しい方法論である「複線径路等至性アプローチ（TEA）」
（木戸・サトウ，2019；サトウら，2019）を用いた。また，B・C高校については，主に質問紙調

図１：チーム探究のイメージ（申請時のもの） 



査にて，生徒の変容過程を確認した。なお，いずれの高校も本研究の研究者（以下研究者）が，
教育プログラムの開発に関わり，複数年にわたり授業を担当している。 
 
【研究２】は，多様な「チーム探究」のあり様を確認するために，地域経済・社会の衰退が懸

念されている京都府北部地域の高校に着目し，分析を加えた。具体的には，京都府北部地域でい
ち早く高大連携による探究活動を実施してきた D高校，「総探」や課外活動において高大連携に
よる探究活動をおこない全国的な実績を残している E高校，そして，高校の魅力化コーディネー
ターを採用し，基礎自治体とも連携しながら高大連携による探究活動をおこなう F 高校の公立
３校を対象とし，学校長へのインタビュー調査から現状分析と比較検討をおこなった。 
さらに，北近畿地域にて活動する地域と高校をつなぐ 11 名のコーディネーターにもインタビ

ュー調査をおこない現状と課題を分析した。 
 
【研究 3】は，学校横断のチーム探究を対象とした研究である。A高校での実践結果をもとに

研究者と教育委員会が共同で教育プログラムを開発し，府立高校の共通履修科目「スマート AP」
として開講・実施した。また，研究者はその授業の一部を担当しているため，アクションリサー
チ型の研究といえる。  
 
４．研究成果 
 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により，当初の研究計画に基づく調査の一部が実行で
きなかったものの，以下の成果を得た。 
 
【研究１】 
 A 高校グローバル科第 1学年を対象とした研究（乾ら，2020）では，第 1学年における「チー
ム探究」の促進要因として「他者と互恵的で相互依存的な協働（協同）関係の実感」と「具体的
な技術獲得と能力開発に対する期待と実感」があることを示した。また，「チーム探究」の下支
えとして，「学習効果の実感」，「教科学習との両立と関連付け」，「教員からの適切な支援」が重
要であることを示した。一方，第 1学年の「チーム探究」では「キャリア形成の探究は限定的」
であった。 
 また，第 2学年を対象とした研究（乾ら，2022）では，探究活動によってキャリア展望が明確
になった生徒とそうでない生徒を比較した。その結果，前者は研究内容に加え「チーム探究」を
通した人や図書との出会いに動機づけられながら，チームへの関与や貢献が高く，「率先垂範」，
「挑戦」，「目標共有」，「対人志向支援」，「成果志向支援」，「目標管理」に関する行動を積極的に
行っていることを示した。また，その傾向は第 1学年から継続したものであった。 
 一方，後者は調査などの技術（技法）習得には価値を感じてはいるものの研究を通じた新たな
出会いへの関心が低い。また，チーム活動への関与はやや積極性に欠け，課せられた課題である
からという義務的な動機で探究活動を行う傾向にあった。そして，「目標共有」と「目標管理」
に関する行動が第 1 学年よりも低下していることを示した。 
 さらに，「複線径路等至性アプローチ」（TEA）を用いた質的研究（乾・高野，2022：乾・サト
ウ，2023）では，生徒が探究活動との関係の中でキャリア展望を明確化していくプロセスを示し
た。 
 B・C高校の第 2・3学年を対象とした研究（高野ら，2021）では，いずれも学年進行に伴い生
徒の探究学習に対する捉え方は向上する可能性があることを示した。また，探究活動の内容によ
りその変動幅が異なる可能性があり，やや難易度の高いフィールドワークに初めて取り組むこ
とになる B高校第 2学年の印象は，3校中最もネガティブなものであった。しかし，第 3学年の
印象は他校同様にポジティブなものであった。このような肯定的な変化の背景に高大連携によ
る環境設定などがあることが，教育雑誌（リクルート進学総研，2021）にも紹介された。また，
第 2学年にチーム探究をおこない，第３学年に個人で卒業論文を制作する C高校では，第３学年
の生徒がチームより個人での探究活動を志向する傾向があった。 
学年間の全体比較ではなく，個人の捉え方の変動幅に着目し，その差分により 3群（ポジティ

ブ変化群・ネガティブ変化群・ニュートラル群）に区分して比較した研究（高野・乾，2022）で
は，ポジティブ変化群ほど，「他者と協同して活動すること」に対して肯定的に変化し，「高校在
学中に熱心に取り組みたいこと」についても，より明確になる傾向が示された。また，「将来に
対してより良いイメージを抱き，それに向かって行動することができるか」についても有意傾向
にあった。 
 
【研究２】 
 京都府北部地域の高大連携の取組みを整理し，D・E・Fの 3高校の探究活動を比較検討した研
究（杉岡，2022）では，高大連携による探究活動（学習）の今後の展開への示唆として，次の 3
点を導出した。１点目は，カウンターパートの多様性，言葉を換えれば「高大社連携」という視
点の重要性である。２点目は「専門部署」と「コーディネーター」の必要性である。３点目は，
部活動など課外における探究活動の重要性である。 
 また，近畿地域における高校と地域との連携・協働のためのコーディネーターについての研究
（杉岡，2023）では，コーディネーターをめぐる課題として，①報酬をめぐる課題と持続可能性



（身分保障）をめぐる課題，②人数（の少なさ）をめぐる課題，③募集要項と実態のギャップを
めぐる課題，④働き方をめぐる課題と情報環境に関する課題，⑤高校教員の人事をめぐる課題と
人材育成をめぐる課題の 5点を抽出した。 
 
【研究３】 
Ａ高校のチーム探究などが評価され，同校をカリキュラム拠点校とするコンソーシアム形成の
取組みが WWL（ワールドワイドラーニング）コンソーシアム支援事業（以下 WWL）に採択された。
京都府教育委員会は，WWL として，大学での学修の先取り履修相当の探究活動プログラムの提供
を構想し，研究者と協働で府立高校共通履修科目「スマートＡＰ」を開発・実施した（京都高大
連携研究協議会，2023）。この過程を通じて，以下の３点の成果を得た。１点目は，大学での研
究活動やプロジェクト学習（PBL）から
逆算したチーム探究プログラムが開発
できたことである。２点目は，開発し
た教育プログラムをもとに各高校が参
照可能な実践録（京都府教育委員会，
2023）を作成し公開したことである。
３点目は，チーム探究における質の高
い問いの生成には，図２で示した授業
内チーム活動と授業外個人活動の実施
が重要であることが実践において確認
された。 
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